
教育職員特別研修スケジュール 
 

 

 

教授会にて案内する。 
 

「学外研究者候補推薦書（様式１）」を研究支援課へ提出する。 
 

教授会にて審議する。 
 

 

 

詳細な日程は求めず、大まかな期間（研修開始から研修終了まで）を 
決定する。 

 

・「研修（休暇）計画書」  ・「招聘状（正式なもの）」 
・「現地連絡先」        ・「保険料領収書」 
 
・「教育職員特別研修開始届」 
 
 
 
 
 
・「教育職員特別研修終了届」 
 
 
・「教育職員特別研修実績報告書」 
※研修内容及び研修成果を詳細に記したＡ4版レポート 
（様式任意 8千～2万字相当）を添付 
 

 

① 国内での研修（国内特別研修、自宅特別研修）と海外特別研修（本学が旅費を負担する研修、他機関
給費研修、海外での複数箇所での研修（移住を含む））の混在を認めるが、特別研修期間は通算して 1年
までとする。ただし、他機関給費のみの研修は随時受付ける。 

② 研修地の移動に係る旅費に限度額（出国から帰国までで合計 30 万円まで）を設け、海外特別研修にかか
る滞在費は受入機関の招聘（受入）期間に基づいて、海外滞在の実日数分を支給する。 

③ 国内の研修先については学内機関（研究所等）も可とするが、各機関長の受入承諾書を提出いただく。 
④ 研修先が変更になる場合、研究支援課（車道は総務課）に相談する。 

各教員の研究計画 

公募 【４月】 

申請 

各教授会にて候補者を決定 【５月】 

関係諸機関での審議・承認 

候補者最終決定【６月末】 

詳細な研修計画を提出 

【研修開始１か月前まで】 

 

実績報告書の提出 

【研修終了後２カ月以内】 

 

開始届の提出 

【研修開始前まで】 

 

終了の提出 

【研修終了時】 

 

特別研修 


